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幕末から明治初期にかけての横浜のイメージの変化
一横浜浮世絵をテキストにして－
横山美和子
流通させることが出来る。本稿の目的は横浜
浮世絵をテキストに幕末から明治初期にかけ
ての横浜のイメージとその変化をあきらかに
するというものである。
１．はじめに
横浜浮世絵とは、幕末・明治初期にかけて
流行した、横浜に関する事柄を題材とした版
画である。横浜はその開港によって、外国人
や外国の風俗が大量に入り込んできた（図
１)。そのため、横浜には独特のエキゾチッ
クなイメージが形成され、当時の人々の興味
をかきたてた。
そのイメージを形成し、伝達したメディアの
ひとつが横浜浮世絵である。絵画という表現
1形態は未知の世界や文物をわかりやすく表現
する能力に長けており、版画は大量に生産、
2．研究方法
横浜浮世絵の出版は１８５９年の開港直後か
ら始まり、明治初期まで続いた｡そのピーク
は1860,1861年であり、この２年間に２７８
点発行されている。その後、急速に衰退して
いった。横田（1989）によると、現在確認さ
れている横浜浮世絵の数は約８４０点である。
●
、 ｍＯ＝
図１１８８５年当時の横浜
－２５－
今回使用したテキストは、従来の研究から
横浜浮世絵と見なされている作品のうち、作
品名に「横浜」の文字が使われているものの
み２４５点である。使用したテキストは近年の
研究の集大成であり、横浜浮世絵の総目録的
な意図をもって編集された『集大成横浜浮世
絵』（1979）等である。
まず、個々の横浜浮世絵に共通する複数の
要素を抽出し､それぞれの要素の有無をデー
タとした（表１）。なお、本稿ではこれらの
要素のなかに要素の数や占める割合などは含
まれていない。
コード化したデータを使用して、数量化理
論２類をおこない、その結果、従来の研究の
成果である時代区分、横浜浮世絵は前期、後
期、末期に時代区分されることが高い説明率
で検証された（表２)。
その後、数量化理論Ⅱ類によって検証され
たそれぞれの時代区分ごとに数量化理論Ⅲ類
をおこなった。数量化理論Ⅲ類は反応パター
ンの似たものどうしが近い数値になるように
ケースやカテゴリーを数量化する。その特徴
を利用し、人文主義的な手法により各々の時
代ごとの横浜のイメージの特徴を明らかにし
た（表３，４，５)。また、あわせて計算の
結果、それぞれの次元解の最もケース得点の
高かった作品と低かった作品、つまり、最も
その次元解の特徴を備えている作品をを取り
上げ考察した。
表１数量化理論に使用した要素一覧
乗馬用のもの、馬車は含まない
富士山は含まない
１
２
＊
＊
－２６－
人物に関する要素
建物に関する要素
西洋人（洋装）男
女
中国人（弁髪）男
女
日本人男
女
黒人
西洋建築
日本建築
折衷様式
乗り物に関する要素
植物に関する要素
場所に関する要素
馬車
鉄道
リヤカー
さくら
松
その他
波止場
通り
室内
庭
家具に関する要素
乗り物に関する要素
いす
洋食器
和食器
街灯
灯ろう
洋帆船（黒船）
和船（木製）
馬 ＊１
背景に関する要素
その他に関する要素
山 ＊２
富士山
海
動物
国旗
楽器洋
楽器和
鉄砲
表２数量化理論Ⅱ類の結果
－２７－
:変数名 カテゴリー 第１次元解 範囲 第２次元解 範囲
西洋人男性 有 0.058 0．１９９ 0.005 0.018
無 －０．１４１ －０．０１３
西洋人女性 有 -0.015 0.032 0.035 0.073
無 0.017 -0.038
南 ■＿泉 人 有 ０．１１２ 0．１７５ -0.086 0.577
ｆｍＥ
Ｊｂ、、 -0.064 0．４９１
日本人男性 有 0．１８２ 0.455 －０１８９ 0.472
ｆｍＥ
Ｊｂ、、 －０２７３ 0.283
日本人女性 有 0.094 0．１９５ -0.049 0.102
無 －０．１０１ 0.053
西洋建築 有 0．５７１ 0.058 0.215 0.312
無 -0.257 －０．０９７
日本建築 有 0.134 0.233 0.038 0.065
無 －０．０９９ -0.028
街灯 有 0．４６１ 0.528 1.094 １２５２
無 －０．０６７ －０．１５８
灯籠 有 －０．１６０ ０．１７２ －０．２７５ 0.294
無 0.011 0.019
黒船 有 -0.051 0.086 -0.042 0.334
4旺
Ｊｂ、、 0.036 0.292
和 船 有 0.059 0.098 －０．１９８ 0.330
無 －０．０３９ 0.132
馬 有 -0.056 0.080 -0.525 0.757
ｉｍＥ
ｊｂ、、 0.025 0.232
馬車 有 0.215 0.274 －０．６８８ 0.878
無 -0.059 0.190
鉄道 有 0.953 1．０９１ 1.473 1.686
ｉｍＥ
ＪＯ、、 -0.138 －０．２１３
人力車 有 0.357 0.465 0.047 0.061
4ｍＥ
ｊＯ、、 -0.108 －０．０１４
桜 有 -0.053 0.078 0.430 0.635
無 0.025 －０．２０５
松 有 -0.139 0.218 －０．４１４ 0.437
無 0.078 0.023
波止場 有 0.076 0.096 0.338 0.423
無 －０．０１９ -0.085
山 有 0.026 0.053 －０．０８９ 0.186
無 -0.027 0.097
海 有 0.009 0０１９ －０．０２１ 0.043
無 -0.010 0.022
国旗 有 ０１１１ ０．１７７ －０．２５３ 0.403
無 -0.066 0．１５０
楽器 有 －０．０８８ 0.091 0．１１５ 0.118
無 0.003 -0.003
銃 有 －０．０６５ 0.067 0.276 0.285
無 0.002 0.009
3．横浜浮世絵に描かれた
横浜のイメージ
一方数値が一番高いケースが「横浜港崎町
大門橋真景」（図３）であった。新しく横浜
に出来た遊郭を題材としている伝統的な風景
画である。
ここでは「横浜」＝外国人であると認識さ
れており、まだ、横浜という場所のイメージ
は成立していないことがわかる。つまり、作
者や版元、鑑賞者にとって、横浜とは自分た
ちの世界と全く異なった世界、つまり異界で
あるととらえていると考えられよう。
以下同様にして、前期横浜浮世絵の第２次
元解は説明率２０％で､反応の強いアイテムカ
テゴリーから考察すると「港町らしさ」を示
１）前期横浜浮世絵について
前期横浜浮世絵の第1次元解（表３）は説
明率２３％で､反応の強いアイテムカテゴリー
から考察すると前期横浜浮世絵の第１次元解
において最もケース得点が低かったケースは
｢港崎横浜一覧異国ことば」（図２）であった。
この作品の主題は外国人と黒船である。他
のケースでも外国人のみ描かれているものが
多く地理的な概念はほとんど含まれていな
い。
表３前期における横浜浮世絵についての数量化理論Ⅲ類の結果
－２８－
変数名 カテゴリー カウント 第１次元解 第２次元解 第３次元解
西洋人男性 有 7８ －１２７９ -0.011 -0.468
無 5７ 1.750 0.015 0.641
西洋人女'性 有 5５ －１．４３６ －０．６５９ -0.973
無 8０ ・0.987 0.453 0.669
日本人男性 有 5０ 0.531 1.944 －２．０１１
無 8５ －０．３１３ －１．１４４ 1．１８３
日本人女性 有 4３ 0.332 1.930 －２．４９２
無 9２ -0.155 -0.902 1.165
日本建設 有 5９ 1.524 0.540 0.209
無 7６ －１．１８３ －０．４１９ -0.162
黒船 ､ 有 4９ -0.132 －２．０１７ －２．０３６
4,2
Ｊ０，、 8６ 0.075 1.149 １．１６０
和 船 有 4９ 1.586 －１．５４３ －０．３０８
無 8６ -0.075 0.879 0．１７６
桜 有 4０ 2．１０５ 0.373 0.386
無 9５ －０．８８６ －０．１５７ －０．１６３
松 有 5１ １６３３ -0.022 0.145
無 8４ -0.992 0.013 -0.088
その他の植物 有 5４ 1.490 -0.547 0.027
無 8１ －０．９９４ 0364 -0.018
通り 有 3３ 0.659 1.914 －２．３９７
無 102 －０．２１３ －０．６１９ 0.776
海 有 7２ 0.821 －１．２５３ -0.974
無 6３ －０．９３８ 1.432 1．１１４
国旗 有 3６ －０．０３８ －２．０９７ －１８９０
無 9９ 0.014 0.763 0.687
光斎芳盛「港崎横浜一覧異国ことば」万延元年１２月
図２港崎横浜一覧異国ことば
貞秀「横浜港崎町大門橋真景」万延元年閏３月
図３横浜港崎町大門橋真景
－２９－
す次元であったと考えられる。前期横浜浮世
絵の第２次元解において最もケース得点が低
かったケースをみてみると、外国人や黒船と
和船が浮かんでいる海が描かれ、国際港のよ
うである。数値的にも黒船と和船が強く、港
町というイメージが出来ていたということが
いえよう。
一方最もケース得点が低かったケースでは
遊郭を題材にしている。新しい繁華街として
の認識である。他の高得点のケースも同様で
ある。ここで現れる横浜には第２の江戸、吉
原のイメージがあるようにみえる。
前期横浜浮世絵の第３次元解は説明率
12％で、反応の強いアイテムカテゴリーから
考察すると「活気」を示す次元であったと考
えられる。前期横浜浮世絵の第３次元解にお
いて最もケース得点が低かったケースでは国
際貿易の現場を描いており、非常に活気があ
る。この次元解になってやっと日本人の姿が
表れ、実際の貿易地としての横浜が現れてき
た。他の高得点のケースにおいても外国との
交流がある。日本の中のにぎやかでエキゾ
チックな都市としての横浜のイメージが出て
くる。
一方、最もケース得点が高かったケースで
あるが、サーカスを主題にしたものでほぼ同
様の図が四枚ほどあるためこのようにパター
ン分類されたのだと考えられる。
全体として、第１次元解や第２次元解にみ
られるように、この時期の作品は全体的に日
本や日本人と外国との距離感がうかがえる。
実際、この時代、幕府は外国人との交流を
厳禁しており、外国人居留地を与え、隔離し
ていた。とはいえ、このような主題の作品が
多くで回っているということは異国風俗が
人々の強い好奇心の対象となっていたという
事である。つまり、この時代の横浜のイメー
ジとは、一言で言えば「異国」と「日本」に
分けて認識されていたといえよう。「異国」
であるところの横浜には日本の土地であると
いう認識はない。この時期の外国人、外国の
風俗を描いた作品には、日本をあらわす要素
がほとんど描かれてはいない。一方、「日本」
であるところの横浜もやはり、非日常社会で
ある遊郭である。どちらにしろ、現実の場所
としての横浜の姿はここにはない。しかし、
これらがもつ距離感は、当時の横浜の立場と
時代の空気を的確にあらわしていたのかもし
れない。
２）後期横浜浮世絵について
後期横浜浮世絵の第１次元解（表４）は説
明率２４％で､反応の強いアイテムカテゴリー
から考察すると「活気」を示す次元であった
と考えられる。後期横浜浮世絵の第1次元解
において最もケース得点が低かったケースは
｢横浜海岸異人館之図」（図４）である。この
作品では路上には外国人と日本人が入り交
じっており、その距離は前期に比べ確実に短
くなってきている。数値においても同様であ
る。賑やかでエキゾチックな日本の都市とし
ての認識があるといえよう。
一方､最もケース得点が高かった作品は｢東
京横浜名所一覧図絵神奈川の台見はらし」
(図５）である。シリーズものの一つであり、
伝統的なパターンの風景画であり、黒船だけ
が横浜を暗示している。
後期横浜浮世絵の第２次元解は説明率
15％で、反応の強いアイテムカテゴリーから
考察すると「港町らしさ」を示す次元であっ
－３０－
表４後期における横浜浮世絵についての数量化理論III類の結果 値
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三代広重「横浜海岸異人館之図」明治３年４月
図４横浜海岸異人館プロ
－３１－
変数名 カテゴリー カウント 第１次元数値 第２次元数値 :竃３次元i数値
西洋人女性 4８ －０．９１９ 078 ６７２
2１ 2.101 178 536
南京人 4１ －１．２０３ 180 ４４３
2８ 1.762 263 649
西洋建築 3９ -0.937 ３８５ ４１２鉦〈 3０ 1.219 5０１ ８３６
L１本建築 2９ 0.374 255 627
4０ －０．２７１ 910 179
黒船 3９ 0.710 1５７ ０８８
3０ －０９２３ 504 ４１４
和船 有 3３ 0.923 366 ９１７
』HＥ 3６ －０．８４６ 252 8４１
馬 有 3６ -0.952 393 ５８０
錘 3３ 1-038 520 ６３３
車 有 3３ － ２４１ 925 1４４
生旺 3６ 1.138 848 132
人力車 有 3０ － ．５９３ 828 ８４６
笠 3９ 0.456 406 ６５０
通り 有 3６ － ．３８７ 477 077
錘 3３ 1.513 520 ０８４
LlI 有 3８ ０．７７８ 040 ３４６
３１ － ．９５４ 049 ４２４
海有 4０ 0.543 322 ６３７
無 2９ -0749 923 ８７８
旗 有 ４１ － ．４９０ 118 ４８１
錘２８ｳﾞＤＢ、 ０７１７ 1７３ 1６８
最もケース得点が低かったケースでは世界各
国から商人が集まり、西洋風の町並みの国際
港として繁栄している姿が描かれている。そ
の中にも桜並木や、庭園の松などが含まれて
おり、外国との距離感が縮まったことがわか
る。異国情緒がある日本の都市に変化してき
ている。
一方、最もケース得点が高かったケースで
は伝統的な風景画のなかに南京人と創造で描
かれた鉄道が描かれている。
この時期になると横浜のイメージも複雑に
なってくる。にぎやかで活気のある貿易港で
エキゾチックである。前期と異なり、町並み
も代わり、外国人との接触が解禁され、交流
も増えたためか自分たちと異なる世界、異界
のイメージはなくなり、より、具体的で身近
な表現に変わっている。つまり、前期のよう
に、好奇心と畏れを内包している異界として
の横浜から、身近であこがれの対象となる繁
栄している先進都市の横浜へ変化していった
と考えられる。
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三代広重「東京横浜名所一覧図絵神奈川の
台見はらし」明治５年２月
図５東京横浜名所一覧図絵神奈川の台見はらし
たと考えられる。後期横浜浮世絵の第２次元
解において最もケース得点が低かったケース
の中では、伝統的な日本の都市の風景に外国
からの輸入文化が融合しており、そこに異質
なものに対する距離感はない。つまり、現実
の日本の中のひとつの都市としての横浜の姿
が出てきたといえよう。
一方、ケース得点が最も低かったケースの
主題は西洋建築の異人館であり、海も黒船も
描かれていない。他のプラスの数値が高い
ケースにおいても西洋建築が主題であり、当
時の人々の強い興味がうかがえる。後期横浜
浮世絵の第３次元解は説明率１４％で､反応の
強いアイテムカテゴリーから考察すると「エ
キゾチック」を示す次元であったと考えられ
る。後期横浜浮世絵の第３次元解において、
３）末期（1873年以降）
末期横浜浮世絵の第１次元解（表５）は説
明率２３％で､反応の強いアイテムカテゴリー
から考察すると「港町らしさ」を示す次元で
あったと考えられる。末期横浜浮世絵の第１
次元解において、最もケース得点が低かった
ケースは「横浜野毛伊勢山従海岸鉄道蒸気卓
之図」（図６）である。この作品には市街地
の他、海、黒船、和船、鉄道も眺められ、港
湾都市横浜を特徴づけるものが多く含まれて
いる。
一方、最もケース得点が高かったケースは
｢武陽横浜神風楼賑之図」（図７）であった。
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表５末期における横浜浮世絵についての数量化理論111類の結果
変数名｜カテゴリー’カウント’第１次元解’第２次元解’第３次元解
西洋人女性 有 －０．４８１ －１．５５５ －０．３１１2３
無 2．１０４ ０４２１0．６５１1７
西洋建築 有 0.2282６ －０１７３ －０．１８７
無 －０４２３0．３２１ 0.348１４
日本建築’有 －０．５８３ 1１１０ －２．７８２1３
無 1.339－０．５３４2７ 0２８１
街 有灯 １０８８ －１．４７０ －１．７３６1３
無 0708 ０８３６－０．５２４2７
船’有 0.407黒 1２ －２．９４４ －０．１３４
無 －０１７４0.0571.2622８
船’有 －０．５４９和 －２．１５９ 0．７７５1５
無 1２９５ 0.465 0.3旧４９2５
1.909道’有 -0.295鉄 －１．４２２1７
無 －１４１１0．２１８2３ 1.051
人力車’有 0１６１－１．２３６-0.2041７
無 －０．１１９0.9140１５１2３
有 －１．５４３ －０．６２６－０．０８１通 り 2２
０．７６６無 0.099 1．８８６1８
有山 0.068 1.184 －０．５８１2１
無 －１．３０８ 0,6421９ 0.075
有海 －１．８１７－０．８５８ －０１０５1４
4旺
JObq 0.9790.998 0057Z【；
可
§
■ ｝
輪一幕
二代広重「横浜野宅伊勢山従海岸鉄道蒸気申ノ図」明治７年５月
図６横浜野毛伊勢山従海岸鉄道蒸気車之図
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， カウント’第１次元解’第２次元 第３次元
人女性’有 ３１－０． １１-1555 ‐０．３１
illL ７１０６ １２１０４ 0.421
<』 ２ ．１７狂砺 1 ０３４８
L］本 築 fｌ -0.583 ．１１ ・・2.782
灯
２ ０．２８
１３１1088
Ｌ33
錘２７‐O-524TQ､､ .70 ．８３
船Ｉ ２－２．９４ － ０．４０７
８Ｌ26 ユ7
船 有 ５１－２．１５９ .775
狸 ５1.295 -0.46 ．３２
道 有 １７’・－１．４２ 90
狐モ ３1.051 ０２１ ・・1４１
卓 有 ７-0.204 Oユ
41圧 -151
りＩ有 -0.081
１８ １ 0.766
２１ Ｌ１８４ -０．５
１ - .
１４ -0.858 ・０．１０５
鉦２６ケDC､ .05
ている。
末期横浜浮世絵の第３次元解は説明率
13％で、反応の強いアイテムカテゴリーから
考察すると｢鉄道への興味｣を示す次元であっ
たと考えられる。末期横浜浮世絵の第３次元
解において、最もケース得点が低かったケー
スは伊勢山大神宮からの眺めを描いたもので
ある。一方、最もケース得点が高かったケー
スにしても他の高得点のケースでも画面の中
央に鉄道が描かれており、数値からいっても
どちらかといえば横浜という都市よりも鉄道
に主眼があるといえよう。
この時期の特徴として日本の特に東京の西
洋化、近代化が挙げられる。外国から入って
きた文化や建築様式は横浜だけのものではな
くなり、首都東京に流れていったのである。
この時期の横浜のイメージも国際貿易港でエ
キゾチックというものがあるが全体として暖
昧である。異文化に対する衝撃は薄れ、確実
に自分たちのものとして消化しており、そこ
には依然あった距離感は全くない。
障彊，
二代豊重（国松）「武陽横浜神風楼賑之図」
明治１０年９月
図７武陽横浜神風楼賑之図
以前の遊郭とは建築様式がやや変化し、数階
建ての和洋折衷様式になっている。
末期横浜浮世絵の第２次元解は説明率
１４％で、反応の強いアイテムカテゴリーから
考察すると｢エキゾチック｣を示す次元であっ
たと考えられる。末期横浜浮世絵の第２次元
解において、最もケース得点が低かったケー
スでは活発に取引される様子や労働者の様子
が描かれ、横浜の繁栄を具体的に感じること
が出来る。
一方、最もケース得点が低かったケースは
日本初の鉄道や横浜駅を中心に賑わう町を描
いている。西洋建築や設備の整った、伝統的
な日本の都市とはかけ離れた、しかし、国際
的で日本の中の先進都市である横浜が描かれ
４．まとめ
全体を通して共通している、横浜浮世絵の
もつ横浜のイメージは「エキゾチック」な
｢活気」のある「港町」であることがわかっ
た。しかし、時代区分ごとに「エキゾチック」
なイメージを形成する異文化との距離感が異
なっていることがわかった。前期では自分た
ちの世界とは異なる､完全な｢異国｣のイメー
ジが強く、後期になると自分たちの世界の中
での「異国情緒」となり、末期では横浜のイ
メージの中心を形作っていた洋風文化が横浜
の専有物ではなくなったために、「港」の他
－３４－
}よ横浜特有ののイメージが暖昧になったこと
があきらかになった。
とはいえ、この時代に培われた横浜のイ
メージは、現在も横浜やエキゾチックさ、日
本の近代化を表現する資料として横浜浮世絵
が幅広く使用されていることからも残ってい
るといえよう。
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